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大阪府生協連　2015年度第 5回理事会開催報告

○開○催○概○要
Ⅰ．日　　時� 2016年 3 月17日㈭　
� 15時05分～16時40分
Ⅱ．場　　所� 大阪府社会福祉会館　 3階301
Ⅲ．出 席 者

（会 長 理 事）� 惣宇利
（副会長理事）� 柴橋、藤井
（専 務 理 事）� 中村
（常 任 理 事）� 江口、森本玄、安本（15時30分

審議事項 1より出席）
（理 事）� 青松、入船、大内、奥、西村、

森本晃、矢田部
（監   事）� 松岡特定、岡田（15時10分　審

議事項 1より出席）
以上、理事総数25名中14名出席、監事総数 3名中 2
名出席
（欠 席 理 事）� 北川常任、木田常任、中谷常任、

羽多野常任
� 勝山、清水、武田、間、洞井、

前川、松本
（欠 席 監 事）� 吉川

Ⅳ．議　　長� 惣宇利会長理事
Ⅴ．議事の経過と要領との結果

　15時05分、惣宇利会長理事が議長として、理事総
数の過半数以上の出席をみたので、理事会の議決要
件を充足した旨を告げ、開会を宣し議事を進行した。

○審○議○事○項
1 　第55回通常総会の件

⑴　2015年度活動報告・2016年度方針について

　小山事務局長より、第55回通常総会議案書の
第 2次案として、2015年度活動報告及び2016年
度方針について、提案がされた。
　討議の結果、提案どおり全員異議なく承認さ
れた。
⑵　2015年度決算見込及び2016年度予算案につい

て

　中村専務理事より、2015年度決算見込及び
2016年度予算案について提案がされた。
　討議の結果、2015年度決算及び2016年度予算
案については、第 6回理事会で最終確認するこ
とが、全員異議なく承認された。

⑶　役員選任に関する役員定数及び会員生協への

推薦依頼等について

　中村専務理事より、人事委員会からの答申を
踏まえ、第55回通常総会で選任提案する役員の
選任区分、区分ごとの定数、候補者の推薦を依
頼する会員生協及び今後のスケジュールについ
て提案がされた。
　討議の結果、提案通り全員異議なく承認され
た。
　なお、監事の定数については、監事の過半数
の同意を得て承認された。

⑴　役員定数（定款18条では理事定数21～

25名、監事定数 2～ 3名）

1 ）理事定数を25名とする。
①　全体区分を 8名（員外枠 3、日本
生協連理事枠 2、女性枠 3）とする。
②　地方区分を17名（地域生協枠 7、
医療生協枠 4、大学生協枠 3、職域
生協枠 2、共済生協枠 1）とする。

2）監事定数を 3名とする。
全体区分 3名（地域生協 1、医療生
協 1、大学生協 1）とする。

⑵　会員生協への推薦依頼について

1 ）日本生協連理事枠 2名は、大阪府内
に主たる事務所を置く会員生協の、日
本生協連理事とする。
2）女性枠 3名は、いずみ市民生協、パ
ルコープ、コープこうべとする。
3）地域生協枠 7名は、いずみ市民生協、
よどがわ市民生協、生活クラブ生協大
阪、エスコープ、パルコープ、コープ
自然派ピュア大阪、コープこうべとす
る。
4 ）医療生協枠 4 名は　北大阪医療生
協、ヘルスコープ、きづがわ医療生協、
よどがわ保健生協とする。
5）大学生協枠 3名は、関西大生協、府
立大生協、近畿大生協とする。
6）職域生協枠 2名は、学校生協、日鉄
住友大阪生協とする。
7）共済生協枠 1名は、大阪労済生協と
する。
8）監事 3名は、泉南生協、医療生協か
わち野、大阪大生協とする。
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⑶　今後のスケジュールについて

日　程 会議・広報等 内　容
3月17日㈭ 第 5回理事会 役員定数の決定

3月17日㈭
当該会員生協理事長へ役員候補
者の推薦依頼発送

5月 9日㈪ 役員候補者推薦の回答〆切

5月12日㈭
理事推薦委員会、監事推薦委員
会開催し各推薦候補者の決定

5月12日㈭ 第 6回理事会
役員選任議案とし
て決定

6月 3日㈮
第55回通常総会招集通知・議案
書・各書面の発送

6月21日㈫ 第55回通常総会

⑷　議事日程等について

　小山事務局長より、議事日程等について、提
案がされた。
　討議の結果、提案どおり全員異議なく承認さ
れた。
⑸　議案の追加の件

　中村専務理事より、第55回通常総会に「第 4
号議案　役員退任慰労金支給の件」を追加する
ことが提案された。
　討議の結果、提案どおり全員異議なく承認さ
れた。
※第55回通常総会　議案
　第 1号議案　��2015年度活動報告・決算報告・

剰余金処分案承認の件
　第 2号議案　��2016年度活動方針・予算案の承

認及び役員報酬の設定の件
　第 3号議案　役員選任の件
　第 4号議案　役員退任慰労金支給の件
　第 5号議案　議案決議効力発生の件

2 　第32回「全労済子ども絵画コンクール」及
び2016年「子ども写生大会」開催に関する
要請の件

　小山事務局長より、全労済大阪府本部からの要請
を受け、同生協が主催する第32回「全労済子ども絵
画コンクール」及び2016年「子ども写生大会」につ
いて後援し、「全労済子ども絵画コンクール」では、
「大阪府生活協同組合連合会賞」を交付することにつ
いて提案がされた。また、森本常任理事より提案へ
の補足がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。

3 　医療生協「健康チャレンジ」に関する要請
の件

　小山事務局長より、会員医療生協からの要請を受
け、医療生協が2016年度に実施する「健康チャレン
ジ」について、大阪府生協連の主催とし、大阪府及
び開催地の市町村の後援について申請する旨提案が
された。また、奥理事及び松岡特定監事より提案へ
の補足がされた。
　討議の結果、提案どおり、全員異議なく承認され
た。
　なお、惣宇利会長理事より、「後援を要請する団体
の広がりについて」質問が出された。

○報○告○事○項
大阪府生協連

1 　2016年新年講演会開催報告

［日　　時］� 2016年 1 月21日㈭
� 13時30分～16時05分
� 終了後、懇親交流会（18時終了）
［場　　所］� 天王寺都ホテル　 6階吉野の間
［出 席 者］� 27会員・2団体・大阪府・講師・

府連　141名

いずみ市民 15名 よどがわ市民 10名 エスコープ 3名
パルコープ 15名 こ う べ 12名 自 然 派 3名
生活クラブ 5名 きづがわ 8名 かわち野 8名
北 大 阪 7名 けいはん 9名 ヘ ル ス 5名
大東四条畷 3名 な に わ 1名 ほくせつ 2名
羽 曳 野 2名 阪 大 2名 教 育 大 1名
大阪樟蔭 1名 電 通 大 1名 府 立 大 2名
関 大 7名 近 畿 大 1名 学校生協 1名
日鉄住金 1名 市民共済 1名 全 労 済 4名
兵庫県連 1名 ろうきん 3名 大 阪 府 2名
講 師 1名 府 連 4名 合 計 141名

［開催結果］

⑴　開会　司会　常任理事　安本　正男
　　開会挨拶　　会長理事　惣宇利紀男
⑵　講演『2050年超高齢社会のコミュニティ
構想』
京都大学経営管理大学院教授
京都大学大学院経済学研究科教授
京都大学生活協同組合理事長
公益財団法人生協総合研究所
「2050研究会」座長　若林　靖永　様

⑶　休憩：15分
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⑷　提言への感想・意見（2050年に活躍する
世代から）
コープ自然派ピュア大阪
� 　　理事　海老根和美　様
大阪きづがわ医療福祉生協
� 　職員　姉川　駿一　様
関西大学 4回生（元生協学生理事）
� 　北村　　諒　様

⑸　 3名の発言及び会場からの質問への質疑
応答
⑹　閉会

懇親交流会　司会　　理事　武田智津枝
　　　挨拶　　　会長理事　惣宇利紀男
　　　乾杯　　副会長理事　柴橋　圭介
　　　中締め　副会長理事　藤井　克裕

2 　ジェンダーフォーラム協議会・学習講演会
開催報告

［日　　時］� 2016年 3 月 3 日㈭
� 10時～12時45分
［場　　所］� ドーンセンター　
� 1 階パフォーマンススペース
［参 加 者］� 10会員、講師、府連　46名

い ず み 11名 よどがわ 9名 エスコープ 1名
パルコープ 6名 こ う べ 3名 自 然 派 3名
北 大 阪 3名 ほくせつ 1名 日鉄住金 1名
全 労 済 4名 講 師 1名 府 連 3名

合 計 46名

［開催内容］

⑴　開会　司会
� 協議会委員　西浦　明子（北大阪医療）
⑵　開会挨拶� 協議会委員長　松本　陽子
⑶　講演「性的マイノリティ（LGBT）を理
解するために～自分らしく生きていける社
会づくりに向けて～」
　　　LGBTの家族と友人をつなぐ会
⑷　グループ別感想交流
⑸　グループ報告
⑹　講師講評
⑺　閉会挨拶
� 　大阪府生協連会長理事　惣宇利紀男

3 　委員会開催報告

⑴　第 1～ 3回文楽・コンサート実行委員会

〇第 1回

［日　　時］� 2016年 1 月27日㈬
� 10時～11時15分
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406

［出　　席］� 山田（よどがわ）、伊藤（エスコ
ープ）、堀田（こうべ）、
羽村・橋本（かわち野）、貴船
（学校生協）、岡田（全労済）、
中村・小山（府連）　以上 9名

［議事結果］

　　⑴　夏休み文楽鑑賞のつどい

•�2015年度の取り組み結果及び申し送り事
項について報告がされた。
•�2016年度企画について、開催日 7月29日
㈮、チケット価格1,900円（据え置き）、
抽選の場合に落選された組合員へ割引券
配布、東日本大震災支援として避難者招
待（定員30名）、台風等により地下鉄不通
の場合は講演中止とすることが確認され
た。
•�上演演目は第 3回委員会で確認の予定。

　　⑵　夏休みファミリーコンサート

•�2015年度の取り組み結果及び申し送り事
項について報告がされた。
•�2016年度企画について、開催日 7月30日
㈯、チケット価格2,300円（据え置き）、
抽選の場合の落選者への対応はなし、東
日本大震災支援として避難者招待（午
前・午後各30名、合計60名定員）、台風等
により地下鉄不通の場合は講演中止とす
ることが確認された。
•�企画内容について討議した。出された意
見に基づき次回委員会でセンチュリーか
ら選曲の提案をいただき討議・決定する
ことが確認された。

〈出された意見〉
〇2016年の話題のオリンピックに関連して、
神戸のイベントでのサンバのオーケスト
ラ演奏がよかった。ダンスもあれば盛り
上がる。
〇最近の映画流行りのスターウォーズなど
リバイバル作品からの音楽。
〇子供向け企画では、流行のアニメからの
選曲。
〇昨年演奏したドラえもんのテーマは古い
もの、新しいテーマ曲がいいとの意見も
あった。「夢をかなえるドラえもん」等
〇ゲーム「ドラゴンクエスト」のテーマ。
今年発売30周年。
〇USJ関連、ワンピース、進撃の巨人、エ
バンゲェリオン等
〇みんなで歌う企画もよい、中島みゆき
「糸」、スマップ「世界に一つだけの花」、
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スタジオジブリ系など。
〇若い演奏家の企画もよい。
〇誰もが知っているクラシックの名曲

　　⑶　今度の委員会日程（予定）について

　第 2回　 2月17日㈬
　第 3回　 3月 9日㈬
　第 4回　 4月 6日㈬
　第 5回　 7月 6日㈬
　第 6回　 8月31日㈬

〇第 2回

［日　　時］� 2016年 2 月17日㈬
� 10時～11時45分
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出　　席］� 問田（いずみ）、北條（エスコー

プ）、中村（パルコープ）、堀田
（こうべ）、松山（生活クラブ）、
羽村・橋本（かわち野）、貴船
（学校生協）、岡田（全労済）、田
中・杉原（センチュリー）、青
松・中村・小山（府連）

� � 以上14名
［議事概要］

•�夏休みファミリーコンサートのプログラムに
ついて、日本センチュリー交響楽団様から、
第 1 回実行委員会で出された意見を踏まえ、
3案の提案があった。
•�「序曲」「クラシックの名曲①」「後半の企画モ
ノ」「みんなで歌おう」「クラシック名曲②」
の基本的プログラム構成に基づき各テーマの
3案の曲を聴き比べ、支持の高い曲から選択
する方法で協議した。その後、あらためて全
体の構成バランスを考慮し検討を重ね、以下
のプログラムとすることを確認した。
2016年度夏休みファミリーコンサート演奏曲

〈序曲〉
チャイコフスキー：歌劇『エフゲニー・オネ
ーギン』よりポロネーズ（ 4 ’30）
〈楽器紹介〉
オーケストラの愉快な仲間たち（20’00）　
〈クラシックの名曲①〉
オッフェンバック：歌劇『天国と地獄』序曲
（10’00）　
　～休憩～
〈祝！ドラゴンクエスト30周年！〉
すぎやまこういち：ドラゴンクエストⅤより
序曲のマーチ（ 2 ’00）
〈映画のサウンドを体感しよう！〉
バデルト：映画『パイレーツ・オブ・カリビ
アン』（ 6 ’00）

〈ロングラン・アニメ特集〉
サザエさん～ちびまるこちゃん【メドレーよ
り】（ 5 ’00程度）
夢をかなえてドラえもん（ 3 ’00）
〈みんなで歌おう〉
槇原敬之：世界に一つだけの花（10’00）
　　　　　※歌唱指導
〈クラシックの名曲②〉
エルガー：威風堂々第 1番（ 7 ’00）
〈アンコール〉
J.シュトラウス：ラデツキー行進曲（ 3 ’30）�
【前半34’30／後半36’30】
〇第 3回

［日　　時］� 2016年 3 月 9 日㈬　10時～11時
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出　　席］� 問田（いずみ）、山田（よどが

わ）、北條（エスコープ）、中村
（パルコープ）、浅井（生活クラ
ブ）、羽村・橋本（かわち野）、
貴船（学校生協）、岡田（全労
済）、青松・中村・小山（府連）

� � 以上12名
［議事概要］

　⑴　夏休み文楽鑑賞のつどい

•�演目について「西遊記」が予定されてい
るが、詳細に関しての公表が予定より遅
れている。公表され次第、会員生協に取
り組み案内を発送することとし、取り組
み募集の〆切り（ 4／22㈮）、チラシ申込
欄記載内容の確定（ 4／27㈬）の日程を
変更した。

　⑵　夏休みファミリーコンサート

•�チラシのデザインについて、A・B・Cの
3案を基に協議した。子どものキャラク
ターを使ったA案をベースに出された意
見を受け、校正し、次回委員会で再度協
議することを確認した。

⑵　第 3回組織活動委員会

［日　　時］� 2016年 1 月29日㈮　14時～16時
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］� 大阪府環境農林水産部　みどり

推進課　課長補佐
� � 　田中　孝尚　様
� 浦田・野村（いずみ）、楠（よど

がわ）、森畑（こうべ）、木村（き
づがわ）、志垣（全労済）、武田・
中村・小山（府連）　以上 1名

［議事概要］

⑴　大阪府環境農林水産部の田中課長補佐か
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ら大阪府が2016年度より実施する森林環境
税の取り組みについて説明がされた。
⑵　各生協のこの間の特徴的な取り組みにつ
いて報告交流した。
⑶　野村委員より、日本生協連の第 3回全国
組合員活動委員会の概要について報告がさ
れた。

⑶　第 4回大規模災害対策協議会

［日　　時］� 2016年 2 月17日㈬
� 15時～17時10分
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］� 富銅・馬本（大阪府）、本多（い

ずみ）、岸田（エスコープ）、宮
内（パルコープ）、寺尾（こう
べ）、新元（自然派）、肥後（生
活クラブ）、木田（全労済）、一
樋（阪神事業連）、植松（コープ
きんき）、中村・小山（府連）

� � 以上13名
［議事概要］

⑴　大阪府と締結している「災害時における
応急物資供給等に関する協定書」（以下　物
資協定）に基づき定期協議をした。大阪府
から「南海トラフ巨大地震対策について～
大阪府域における今後の備蓄方針～」の説
明があった。府連から「近畿版広域地震対
応マニュアル策定」について報告をした。
物資協定の更新について確認した。
⑵　 2月 2日に開催された近畿版広域地震対
応マニュアル検証訓練を受け、府連の課題
について「事務所倒壊及び休日に発災した
場合等の対策本部の設置場所」「府連への人
的支援」「府連が人的被害を受け機能しなく
なった場合の役割の代行」「府連BCP策定」
等を共有し、次年度の検討課題とした。
⑶　各生協の取り組みについて交流した。

⑷　第 4回ジェンダーフォーラム協議会

［日　　時］� 2016年 3 月 3 日㈭　
� 13時30分～14時20分
［場　　所］� ドーンセンター　
� 1 階パフォーマンススペース
［出 席 者］� 青松・吉村・山本（いずみ）、井

上（よどがわ）、西浦・中上（北
大阪医療）、岡田（全労済）、惣
宇利・松本・中村・小山（府連）

� � 以上11名
［議事概要］

⑴　同日開催した学習講演会について参加者
アンケートを一読し、感想交流をした。

•�講師のお話に加え、グループでの感想等
の交流と、グループ報告を受けての講師
の講評で内容がより深まった。
•�大変勉強になった。性別性差に関係なく
仲良くしようと思った。職場として何が
出来るのか、今後の組織の可能性を広げ
ることにつながる課題と感じた。
•�小さい頃からの教育によって新しい世代
から意識を持つこと。多様な選択肢をも
つことが大切と感じた。
•�グループ討議で深めることができた。今
の子ども達は性的マイノリティに関して、
差別や偏見が少ないように感じる。
•� 4 つの指標で考えること、第二次性徴時
のこと、カミングアウトの時の対応など
理解はしたつもりだが、どのように人に
伝えるのか難しい。
•�子どものクラスにもLGBTの子がいたの
で当たり前のように受け止めていた。し
かし自分の子がと考えたときに冷静に対
応できるかと考えてしまう。
•�年配の男性の理解が一番難しいと考える。
若い人から変えていくことが大切。

⑵　2016年度の協議会の活動について意見交
換した。この間の活動方向性「先進事例の
学習（視察含む）」「行政等の施策の学習」
「会報連載記事の名称と内容」「学習講演会
のテーマ」、また新たなテーマの検討等、新
年度第 1回協議会で討議することとし、予
め意見をまとめて出席いただくように要請
することとした。
　2016年度協議会開催日程（予定）
　第 1回　 7月20日㈬
　第 2回　 9月21日㈬
　第 3回　11月16日㈬
　第 4回　 3月 1日㈬
※時間は、14時～16時
※第 4回は同日に学習講演会を開催

⑸　第 1回生協大会実行委員会

［日　　時］� 2016年 3 月16日㈬
� 10時～10時55分
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館　 4階406
［出 席 者］� 安嶋（いずみ）、近藤（よどが

わ）、中村（パルコープ）、木村
（きづがわ）、原口（かわち野）、
志垣（全労済）、矢田部・中村・
小山（府連）� 以上 9名

［議事概要］

⑴　2015年度の開催結果および実行委員会で
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のまとめで出された意見に等について報告
がされた。
⑵　2016年度企画について討議した。
•�開催日程及び場所について確認がされた。
　2016年11月17日㈭　ドーンセンター
•�開催目的について、従来の組合員活動を
中心とする取り組みの交流から「会員生
協の事業や活動について、生協の業態や
地域を越えて交流し、府内における生協
活動のより一層の広がりをつくることを
目的とする」ことが確認された。
•�2015年度企画のご意見及び2016年度企画
に向け意見交換した。
（出された意見）
＊2015年度企画は自生協の理事会で結果
報告をしたが好評だった。昨年の 3月
の当時の実行委員会で出された意見は
地域、福祉、災害、ボランティア等、
“つながり”がテーマとなる。つながり
と協同組合の役割について関心がある。
また高齢化する社会においてコミュニ
ケーション力が重要と考えるが学ぶ場
が少ない。
＊医療生協の健康と食の取り組みでは、
すこ塩活動は今後も広がっていく。子
ども食堂などコミュニティビジネスへ
の関心が高い。
＊昨年企画では、はじめて試みた試供品・
試食が好評でよかった。府連の活動に
関わり、つながりの力やボランティア
活動について考える機会となった。
＊生協大会には自生協は職員が参加して
いる。色んな気づきがあったと感じる。
社会貢献活動として防災減災、世代間
交流をすすめている。地域とのつなが
りや生協間のコラボレーション等の事
例を学んだり、協同組合間協同がアピ
ールできる場となることを期待する。
＊以前の生協大会と比べ参加人数が大変
少なくなっている。11月は各生協でも
取り組みがある時期だが参加を増やす
努力が必要。子どもの貧困問題に関心
がある。
＊2015年度企画は高橋先生の講演会を自
生協で実施したことも影響し参加が例
年より少なかった。試食が好評だった
ので量を増やしてもよかった。高齢者
の消費者被害に関心がある。高齢者の
気分を害さないお声かけが重要で、コ

ミュニケーション能力が求められる。
＊地域とのつながりに関心がある。関連
した内容での講演等の情報もある。

　第 2回　 4月13日㈬　10：00～12：00

4 　おおさか男女共同参画プラン（2016-2020）
素案への意見提出について

　大阪府「おおさか男女共同参画プラン（2016-
2020）素案」へのパブリックコメントについて、府
連ジェンダーフォーラム協議として意見を提出しま
した。

5 　平成28年度大阪府食品衛生監視指導計画
（案）への意見提出について

　大阪府「平成28年度大阪府食品衛生監視指導計画
（案）」へのパブリックコメントについて意見を提出
しました。

日本生協連、他生協等

6 　日本生協連第 4回県連活動推進会議参加報
告

［日　　時］� 2016年 1 月28日㈭　16時～18時
［場　　所］� 名古屋栄東急 REI ホテル 3 階　

ローズルーム
［出　　席］� 12府県連12名、日本生協連・関

西地連 6名
［議　　題］

《運営委員会報告より》
「2020年ビジョン第 2期中期方針一次案」その
他、運営委員会議題についての意見交換
《本部報告》
①「中期方針・地域社会づくりへの参加」報告
②「新しい地域支援事業対応」報告
③�各県連の新年の渉外活動における交流、賀
詞交歓会報告

《県連報告》
各府県連次年度方針、県連活動強化について
《地連報告》
「震災等大規模災害時における応急生活物資
等に関する相互支援協定」について

7 　関西地連第 4回運営委員会参加報告

○第 4回

［日　　時］� 2016年 1 月28日㈭　13時～16時
［場　　所］� 名古屋栄東急REIホテル　 2階　

メイプルルーム
［出　　席］� 運営委員28名、日本生協連・理

事監事11名、オブザーバー 5名
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［議　　題］

■理事会報告事項
《全体概況報告》
1．日本生協連2015年12月度概況報告
《コープ共済連関連》
2．コープ共済連2015年事業進捗状況（12月
度）

《管理関連》
23．「2015度中間監査　監査意見」への受け止
めと対応について
■協議事項
1．第66回通常総会予定議案の協議
　第 1号予定議案：2020年ビジョン第 2期
中期方針
（第13次全国生協中期計画）二次案につい
て
■理事会報告事項
《運営・組織関連》
3．一般活動報告（その他）
⑴　2015年度生協・行政合同会議（連絡会）
開催報告
⑵　2015年第 3回県連活動推進会議（地連
版）開催報告
⑶　「みんなで日本国憲法を学ぼう！学習
会」開催のご案内

5．2016年地区別・総会議案検討会議の開催
について
6．2016年度日本生協連機関会議等の日程に
ついて
7．「男女共同参画促進に関する第 4次中期的
行動課題（職員組織分野）の振り返りと今
後の方向性」（素案）について
8．消費税の食料品への軽減税率導入につい
て
9．平成28年度税制改正における日本生協連
要望の結果について
10．2015年会計基準準拠度等の調査の結果報
告について
11．生協職員意識調査の報告について
12．2015年度賃金労働条件調査報告について
13．2015年秋のテレビCMの総括と2016年度
の進め方
14．「私たちのくらしとエネルギーの未来～消
費者の選択と参画～」（生協総研・家庭用エ
ネルギー料金政策研究会報告書）と今後の
取り組みについて
15．「電力小売営業指針（案）」に対する意見
提出について
16．「地域社会づくりへの参加」中期方針の具

体化に向けての素案について
17．「新しい地域支援事業への対応」2016年度
方針
18．生協による被災地支援活動について
（2015年10月～11月）
19．2016年度以降の震災復興支援の取り組み
について
20． 5 年目の3.11に向けたメッセージ集約サ
イト「東日本大震災 5年目のメッセージ～
今の想いを伝えよう」の開設について
21．核実験実施を発表した北朝鮮に対する抗
議声明

《管理関連》
4．第66回通常総会予定議案
　第 4号予定議案：定款の一部変更につい
て
22． 1 月21日付組織変更と幹部人事について
■関西地連
1．組織整備事項報告
2．関西地連主要活動日誌報告
3．2015年度第 3 回関西地連運営委員会
（2015/12/ 3 ）報告
4．関西地連大規模災害広域連携プログラム
の改定版について
5．会議・学習会等の開催報告
6．関西地連供給速報（2015年12月度）
7．東海支所、関西第 1支所および第 2支所
の供給実績（2016年 1 月度）
8．CO・OP共済活動報告
【関西地連・協議事項】
1．関西地連2015年度まとめと2016年度重点
課題（案）について

8 　ふくしま支援交流会参加報告

［日　　時］� 2016年 2 月23日㈫　10時～・
� 　　　　　24日㈬　15時
［場　　所］� 福島県ザ・セレクトン福島
［出 席 者］� 139名（府連　惣宇利会長、中

村）
［概　　要］

10：00　開会挨拶
生協コープふくしま理事長
� 　今野順夫氏

10：10　基調報告
生協コープふくしま常務理事
� 宍戸義弘氏
特別報告
国際放射線防護委員会　放射線影響
研究会� 　丹羽太貫氏
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10：45　テーマ別報告
●テーマ 1
「全国の協力で実現した食事調査・外部被
ばく調査活動」
　①日本生協連商品検査センター
� 　センター長　山越昭弘氏
　　化学検査 2グループ� 　廣川大志郎氏
　②生協コープふくしま
� 　事調査参加組合員　菅野多佳子氏
●テーマ 2
「ふくしまの子供たちと各地の親子交流」
　③�生協コープおおいた役員室組合員活動

スタッフ� 　時松昌宏氏
●テーマ 3
「仮設住宅での寄り添い活動」
　④生協ひろしま
� 組合員理事草野みどり氏
　⑤�生協コープふくしま仮設ボラティアス

タッフ� 中山幸子氏
●テーマ 4
「ふくしまの農産物支援と生協事業への組
入れの展望」
⑥エフコープ生協
� 組合員理事　山下伸子氏
� 　　組合員活動部長　安元正和氏
⑦東海コープ事業連合農産商品部果物課
課長� 北村良一氏

●テーマ 5
「被災地視察で感じたこと」
⑧生協ユーコープ
� 組合員理事　　鈴川裕子氏
⑨みやぎ生協� 理事　小野寺典子氏
12：30　休憩
13：30　分科会テーマ 1～ 5により討
　　　　議
15：45　まとめ　分科会テーマ別報告　
16：30　閉会の挨拶御礼
　　　　��生協コープふくしま専務理事
� 野中俊吉氏
17：30　懇親・交流会

24日㈬　 8時～15時　福島県視察
川俣町→飯舘村→南相馬市→小高区→浪江町
→双葉町→大熊町→富岡町子安橋周辺→夜ノ
森周辺→富岡駅→楢葉町→広野町→いわき市
→蟹洗い温泉昼食→四倉 IC→いわきJCT→
郡山駅解散

9 　近畿版広域地震対応マニュアル策定プロジ
ェクト参加報告

〇検証訓練

［日　　時］� 2016年 2 月 2 日㈫　13時～17時
［場　　所］� コープこうべ　住吉事務所
［出席生協］� コープこうべ、京都生協、なら

コープ、コープしが、わかやま
市民生協、いずみ市民生協、パ
ルコープ、よどがわ市民生協、
コープきんき、日本生協連・CX
カーゴ、兵庫県連、京都府連、
奈良県連、滋賀県連、和歌山県
連、大阪府連

［開催内容］

⑴　開会挨拶　　
� 　コープこうべ組織管理部　石川執行役員
⑵　第一部「シミュレーション訓練」
　「発災後の災害対策本部の設置完了から 3
日までに実施すべき事項について」
⑶　第二部「マニュアル検証」
　「シミュレーション訓練を振り返り課題・対
応策の協議」
⑷　第三部「追加検討」

〇検証訓練報告・振り返り会

［日　　時］� 2016年 3 月10日㈭　14時～17時
［場　　所］� 生協会館新大阪　 3階会議室
［出席生協］� 滋賀県連、京都生協、京都府連、

ならコープ、コープこうべ、兵
庫県連、わかやま市民、和歌山
県連、コープきんき、いずみ市
民、よどがわ市民、パルコープ、
日本生協連、大阪府連

［開催内容］

⑴　本日の趣旨
⑵　 2月 2日マニュアル検証訓練の報告
⑶　検証訓練の振り返り、訓練から浮かんだ
課題
⑷　今後の運営について

10　関西地連大規模災害対策協議会参加報告

〇公開企画

［日　　時］� 2016年 3 月 2 日㈬　
� 13時～15時40分
［場　　所］� 新大阪丸ビル別館　 1階会議室
［出 席 者］� 協議会委員：15　生協・事業連

合15名　一般参加： 6生協 8名
� 協議会オブザーバー： 7府県連

8名、報告者、日本生協連
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� � 計35名
［議　　題］

⑴　全国災害対策訓練手引きの学習
日本生協連　
� 法務・危機管理室　西村　　崇　氏

⑵　会員生協報告「いずみ市民生協の図上演
習―到達点と今後の課題」
　　大阪いずみ市民生協CSR推進室
� 　土居　栄三　氏
⑶　参加者交流

〇第 2回協議会

［日　　時］� 2016年 3 月 2 日㈬　16時～17時
［場　　所］� 新大阪丸ビル別館　 1階会議室
［出 席 者］� 協議会委員：15生協・事業連合

15名
� オブザーバー： 2生協・ 7府県

連10名、日本生協連 3名　
� � 計28名
［議　　題］

⑴　参加者交流
⑵　協議事項「2015年度まとめ・2016年度計
画について」

11　近畿農政局と近畿地区生協府県との意見交
換会参加報告

［日　　時］� 2016年 3 月 9 日㈬　
� 14時～17時20分
［場　　所］� コープ御所南ビル 4 階会議室

（京都）
［出 席 者］

　　　【近畿農政局】

村上局長、石場消費・安全部長、藤田地方参
事官　京都局長、吉田経営・事業支援部　地
域食品課長、前畑消費・安全部流通監視課長、
木下流通監視課推進第 1係長、前田消費生活
課長、柴田消費生活課長補佐、清水消費者行
政専門官、勝田農政業務管理官、宮﨑企画情
報係長

　　　【近畿地区生協府県連協議会】

廣池・福永（京都生協）、上掛・高取・廣瀬・
酒向・川端（京都府連）、藤田（滋賀県連）、
中野（ならコープ）、辻・新田・清水（奈良県
連）、野間・三輪（兵庫県連）、藤井（和歌山）、
小林（関西地連）、中村・小山（大阪府連）
� 以上29名

［議　　題］

⑴　開会挨拶
　　近畿地区生協府県連協議会　上掛　利博
　　近畿農政局長� 村上　堅春

⑵　近畿農政局からの情報提供
①　平成27年度補正予算および平成28年度
予算について
②　地理的表示法について
③　米トレーサビリティ法施行状況に関す
る検討について
④　近畿農政局における組織再編について
⑶　意見交換
　テーマ「日本の食料事情について」
①　近畿農政局より
　「知ってる？日本の食料事情～日本の食
料自給率・食料自給力と食料安全保障
～」
②　生協より
•�コープしがの産直・地産池消、県内産業
の発展に向けた取り組みについて」（滋賀
県生協連）
•�協同組合間協同の取り組み“瀬戸内おさ
かな丼　学食でどうぞ！（兵庫県生協連）
•�地域と結びついた地産池消の取り組み
（ならコープ）
•�京都生協の産直・地産地消の取り組み
「産直さくらこめたまご」がめざしている
こと（京都生協）

⑷　意見交換

会員及び友誼団体等

12　CO・OP火災共済推進会議参加報告

［日　　時］� 2016年 2 月 5 日㈮　15時～17時
［場　　所］� 全労済大阪府本部 4階会議室 6
［出　　席］� 江川・大野（いずみ）、白石（パ

ルコープ）、前田（よどがわ）、
山口（泉南）、野口（グリーンコ
ープ）、辻井・田端・池添・福
家・車・平田・松尾（全労済）、
中村（府連）� 以上14名

［議　　題］

⑴　推進活動の取り組に事例報告
⑵　2016年度CO・OP火災共済推進活動につ
いて
⑶　共済推進に関する意見交換
⑷　その他

13　消費者支援機構関西（KC’s）報告

〇理事会

［日　　時］� 2016年 1 月26日㈪　
� 16時～18時15分
［場　　所］� 日本生協連関西地連 4階・会議
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室
［出　　席］� 理事11／15名、監事 0 ／ 2 名、

検討委員会・事務局等 6名
［概　　要］

⑴　KC’s受付情報対応 ;情報内容を確認した
⑵　賃貸住宅保証委託契約；「申入書」を、執
行することを確認した。
⑶　インターネット宿泊予約；「申入れ、要請
書及び再お問い合わせ」を、文言修正し、
執行することを確認した。
⑷　遠隔操作プロバイダ；1社には「要請書」
を、もう 1社に「再要請兼再々お問い合わ
せ」を、執行することを確認した。
⑸　コインパーキング；「再お問い合わせ」を、
執行することを確認した。
⑹　特定適格消費者団体の認定申請にむけ
て、定款改正を行うため臨時総会を開催す
ることを決定した。書面議決書での対応と
していく。
　　2016年 4 月26日㈫　17時30分～18時
⑺　特定商取引法改正、消費者契約法改正の
答申に対する意見書を文言修正のうえ提出
することを確認した。

［日　　時］� 2016年 2 月25日㈭　
� 18時～20時40分
［場　　所］� 日本生協連関西地連 4階・会議

室
［出　　席］� 理事13／15名、監事 1 ／ 2 名、

検討委員会・事務局等 4名
［概　　要］

⑴　KC’s受付情報対応 ;情報内容を確認した
⑵　欠陥住宅・リフォーム；「再々要請」を、
執行することを確認した。
⑶　結婚相談所；「お問い合わせ兼回答書」
を、一部文言修正し、執行することを確認
した。
⑷　ネット通販；「ご連絡（「お問い合わせ」
活動終了通知）」を、一部文言修正し、執行
することを確認した。
⑸　特定適格消費者団体認定申請にむけて、
定款変更案議論し、 3月理事会で確認する
ことを決定した。

14　なにわの消費者団体連絡会報告

○ 2月度幹事会

［日　　時］� 2016年 2 月17日㈬　
� 13時30分～16時
［場　　所］� KC’s事務所内会議室
［出　　席］� 6 団体

［議　　題］

⑴　大阪府消費生活センターとの懇談会振り
返り
⑵　大阪府公衆浴場入浴料金審議会当会から
の委員選出の件
⑶　平成27年度活動報告案について
⑷　近畿地方消費者グループフォーラム参加
報告
⑸　なにわの風　31号記事内容について
⑹　その他
•�その他報告
•�各出席委員会報告

○ 3月度幹事会

［日　　時］� 2016年 3 月16日㈬　
� 10時～11時30分
［場　　所］� 大阪府社会福祉会館 5階503
［出　　席］� 6 団体
［議　　題］

⑴　平成28年度活動計画案
⑵　平成28年度～29年度　事務局体制の件
⑶　第13回総会　開催日時・場所の件
⑷　その他
•�その他報告
•�各出席委員会報告

15　全大阪消費者団体連絡会報告

○常任理事会

［日　　時］� 2016年 2 月 9 日㈫　
� 14時～16時30分
［場　　所］� 消団連　会議室
［出　　席］� 6 団体 7名　府連（小山）
［概　　要］

⑴　報告事項
　 1）消費者の権利を確立する運動
•� 2 ／ 3 ㈬に大阪府消費生活センターとの
懇談を実施した。消費者安全法に基づく
消費者安全確保地域協議会の地域見守り
ネットワーク作りについて市町村が府に
支援を求めていること。消費者教育推進
計画作りが市町村で進んでいないことを
伝えた。センターからは法執行部門に職
員を配置したが経験不足や消費者からの
協力が得にくいことから成果が現れてい
ない旨報告があった。
•�不招請勧誘の規制強化を求める自治体意
見書の採択は大阪府（10月）に続き、堺
市（12月）で採択。大阪市は 1月に採択
予定。
•�「不招請勧誘規制を求める関西連絡会」
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「消費者契約法の改正を実現する連絡会」
の合同会議で「 1月に意見書を発信する」
「与党の消費者問題調査会への働きかけ」
「地方議会意見書採択促進」を進めていく
ことを確認した。

　 2）消費税の増税に反対する活動
•� 3 ／11に国会要請行動を実施する。

　 3）環境問題にかかわる活動
•� 2 ／ 2 電力自由化問題をテーマに学習会
を開催。113名の参加。

⑵　主な協議事項
1）事務局長の処遇の件
2）特定商取引法・消費者契約法改正答申
への意見について
3）総がかり行動実行委員会からの申入れ
への対応について
4）大阪府公衆浴場入浴料金審議会員の改
選対応について
5）総会日程について
6）府立公衆衛生研究所の府立存続と発展
をめざす会からの申し入れたい対応につ
いて

［日　　時］� 2016年 3 月 8 日㈫　15時～17時
［場　　所］� 消団連　会議室
［出　　席］� 7 団体 8名　府連（小山）
［概　　要］

⑴　報告事項
1）消費者の権利を確立する運動
•� 2 ／ 8 地方消費者グループフォーラム、
2／20大阪府消費者フェアで府内市町村
の消費者行政調査結果のパネルを出展し
た。
•� 3 ／18に「KC’s の事例から学ぼう『契
約。勧誘、広告表示』の落とし穴」を消
団連、なに消会、KC’s、大阪府生協連と
共同で開催する。
•�特定商取引法、消費者契約法の改正案が
3 ／ 4 に閣議決定され国会に上程され
る。関連して弁護士会や全国消団連の院
内集会（ 4／12）、東京三弁護士会のシン
ポジウム（ 4／12）、大阪弁護士会のシン
ポジウム（ 4／23）等が開催される。
2）消費税の増税に反対する活動
•�10％引き上げ反対の団体署名400団体を
超えた。

⑵　主な協議事項
1）事務局長の処遇の件（継続）
2）2016年度予算について
3）総がかり行動実行委員会からの申入れ

への対応について（継続）
4）第24期CASA地球環境大学の共催につ
いて
5）府立公衆衛生研究所、市立環境科学研
究所統合問題への対応について
6）大阪府職員労働組合からの申入れの対
応について

16　近畿ブロック地方消費者グループフォーラ
ム参加報告

〇地方消費者グループ・フォーラムin和歌山「学

んで、気づいて、つながって～すべての地域で

安心してくらしていくために～」

　地方消費者グループフォーラムは、地域で消
費者問題に携わる消費者団体や行政をはじめと
する多様な主体が、相互に情報交換を行うこと
で、交流と連携を深め、地域での活動展開につ
なげていくことを目的としています。地域全体
の消費者問題解決力の向上のためには、地域の
多様な主体が連携・協働し消費者問題に関する
取組を進めることが有効です。そのきっかけの
場として今年度は「学んで、気づいて、つなが
って～すべての地域で安心してくらしていくた
めに～」をテーマに消費者庁との共催で和歌山
市にて開催されました。
［日　　時］� 2016年 2 月 8 日㈪　11時～16時
［場　　所］� プラザホープ（和歌山県勤労福

祉会館）
［出 席 者］� 197名
［概　　要］

11：00　壁新聞交流会（18団体）
13：00　開会挨拶
� 実行委員長　由良　登信氏
　　　　消費者庁取り組み報告
� 　　板東久美子長官
13：20　壁新聞リレー紹介

壁新聞出展団体のうち12団体から
の報告

14：30　取組報告
　「消費者教育の取組報告」
　　和歌山県環境生活部県民局県民生活課　
� 課長　三浦　源吾氏
　「消費生活サポーター活動の報告」
　　和歌山県消費生活サポーター、
� わかやま市民生協　理事　西　桂子氏　
　「消費者サポートネット和歌山活動報告」
　　NPO法人サポートネット和歌山
� 理事長　赤井カホル氏、劇団「でんでん」　
　「フロア発言」より
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　「見守り地域包括、介護」
　　��和歌山市市民環境局市民部市民生活課消

費生活班� 主事　野上　陽平氏
　「初めて消費者講座を開いた行政から」
　　NPO法人コンシューマーズ京都　
� 事務局長　西山　尚幸氏
　「行政調査から」
　　全大阪消費者団体連絡会
� 事務局長　飯田　秀男氏
15：15　グループ討議・報告、講評
16：40　閉会

17　大阪みどりのトラスト協会報告

〇第 9回理事会

［日　　時］� 2016年 3 月 9 日㈬　
� 13時30分～16時
［場　　所］� ATCビル11階セミナールーム
［出　　席］� 理事他（石井会長、林、小田、

前迫、藤井、平田常務、
� 惣宇利の各理事、池上監事）事

務局（横山氏他 6名）
� 大阪府（ 2名）
［内　　容］

⑴　報告事項
•�平成27年度の業務執行状況の報告
•�平成27年度の決算見込み

⑵　議決事項
　第一号議案　平成28年度事業計画について
　第二号議案　平成28年度収支予算について
　第三号議案　��トラストファンドの取り崩し

について
　第四号議案　��常勤役員の報酬額の決定につ

いて
　第五号議案　��寄付金取り扱い規定の改正に

ついて
　第六号議案　��特定個人情報の取り扱いに関

する規定
（マイナンバー取扱規程）の制
定について

　その他� 平成28年度協会運営について
（ 6 月 1 日㈬次回理事会、 6
月22日㈬次回評議員会、理事
各位の確認）
評議員・理事・監事の改選に
ついて

18　大阪ユニセフ協会報告

〇第12回理事会

［日　　時］� 2016年 3 月10日㈭　14時～15時

［場　　所］� 大阪市立難波市民学習センター　
4階　第 3研修室

［出　　席］� 理事他（出田会長、古野、水野、
尾崎、新堂、山口、安藤、上田、
黒川、新家、堂本、惣宇利の13
名、安田監事）

� 事務局（宮島他 4名）計17名
［内　　容］

⑴　報告事項
•�2015年度事業と運営の概況報告

⑵　審議事項
•�第一号議案　2015年度収支決算報告の件
第二号議案　��第 6 回定時会員総会開催の

件
　　　　　　2016年 3 月23日㈬
　　　　　　14：00～
　　　　　　��大阪市立難波市民学習セン

ター 4階を予定
第三号議案　その他

19　おおさか災害支援ネットワーク参加報告

［日　　時］� 2016年 2 月16日㈫
� 13時30分～17時30分
［場　　所］� 大阪府庁　新別館南館 8階　
� 大研修室
［出　　席］� 大阪府、市町村社協、NPO団体

等48団体77人
［内　　容］

⑴　開会挨拶　
⑵　オリエンテーション
⑶◆�講演「新・大阪府地震防災アクションプ

ランについて」
大阪府危機管理室　防災企画課計画推
進グループ� 　総括主査　辻井　裕氏

　◆協働事例報告
「河内長野市社協災害ボランティアセ
ンター設置運営訓について」
河内長野市社会福祉協議会　企画総務
課� 課長　河浦　和哉氏他

⑷　ワークショップ
　「タイムラインで見る局地的な災害時におけ
る各団体の支援活動」
【進行説明】ワークショップ趣旨など
【話題提供】大阪府より
「集中豪雨および土砂災害のメカニズム
について」

～フェーズ①検証～
【解説】河内長野市の被害想定及び河内
長野市社協の動き
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【解説】世話役団体の動き
【ワーク】参加団体の動き
� （団体毎に検討）
【セッション】参加団体の動きの共有（タ
イムライン上で統合）
～フェーズ②検証～
【解説】世話役団体の動き
【ワーク】参加団体の動き
� （団体毎に検討）
【セッション】参加団体の動きの共有
� （タイムライン上で統合）
～ワーク全体のふりかえり～
⑸　参加団体からの告知・情報提供
⑹　閉会

20　災害時の連携を考える全国フォーラム参加
報告

［日　　時］� 2016年 2 月12日㈮
� 13時～ 2月13日㈯　17時
［場　　所］� 国際ファッションセンター 3階

KFCホール
［出　　席］� 災害時に被災地・被災者支援に

関係する団体・機関
� 行政（国・地方自治体）・企業・

NPO/NGO・市民活動団体・社
会福祉協議会・大学・研究機
関・国際機関など約400人

［内　　容］

2 月12日㈮
•�開会あいさつ
•�来賓あいさつ
加藤久喜氏　内閣府政策統括官
斎藤　仁氏　��一般社団法人日本経済団体

連合会政治・社会本部長
•�パネルディスカッション
「ポスト東日本大震災～緊急期における広
域連携の課題と提言～」
東日本大震災でNPO・NGOが果たした役割
と課題、特に県域として　の連携はどうで
あったかを、その成果と問題点、企業や行
政（県・国）との連携をあげながら考えます。
（パネリスト）
鹿野順一氏　NPO法人いわて連携復興セン
ター代表理事
紅邑晶子氏　一般社団法人みやぎ連携復興
センター代表理事
山﨑庸貴氏　一般社団法人ふくしま連携復
興センター事務局長

（コメンテーター）

丸谷浩明氏（東北大学災害科学国際研究所
教授）

（コーディネーター）
栗田暢之氏　全国災害ボランティア支援団
体ネットワーク（JVOAD）準備会代表
15：30～17：30　分科会
①心身の健康を守る最低限の避難所環境を
整えるための協働
②複数市町村が同時被災しても機能するネ
ットワークづくりをめざして
③東北の今、復興期だからこそ必要な協働
のカタチ
④被災者支援における、行政と市民セクタ
ーの連携
⑤災害対応における助成のあり方
18：00～20：00　交流会

2月13日㈯　 2日目
　連携について今後の課題解決を考える。
9：00～12：00
南海トラフ地震発生シミュレーション
“今”大規模災害が発生した事を想定して、
支援団体等の動きを参加型の訓練形式で共
有します。限られた情報の中でおこる支援
の過不足や受け入れの状況、多様な支援団
体など、全体状況を提供することで支援団
体の行動の違いを認識し、情報を集約する
機能の必要性を認識し、支援調整の機能に
ついて考えるきっかけとします。
〈南海トラフ地震被害想定〉
報告者：平田　直氏　東京大学地震研究所
教授

〈シミュレーション〉
コーディネーター：菅野　拓氏　阪神・淡
路大震災記念
人と防災未来センター研究員
〈平時における都道府県での連携の取り組み
についての共有〉
報告者：
永井美佳氏　社会福祉法人大阪ボランティ
ア協会事務局次長
古越武彦氏　長野県危機管理部危機管理防
災課危機管理係担当係長
松永和樹氏　社会福祉法人静岡県社会福祉
協議会地域福祉課主任
コーディネーター：佐甲　学氏　社会福祉
法人全国社会福祉協　議会地域福祉部長　
全国ボランティア・市民活動振興センタ
ー所長
13：00～15：00　分科会
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⑥　多様性に配慮した被災者支援：課題と
展望
⑦都道府県域で人と成果をつなぐ。平常時
に行う訓練・研修のあり方
⑧災害に備えた市区町村域のネットワーク
の構築
⑨国内災害時の海外支援の受け入れ
15：30～17：00　クロージング

行政等

21　平成27年度大阪府消費生活協同組合優良
役職員知事表彰授与式

［日　　時］� 2016年 2 月18日㈭　15時～16時
［場　　所］� 大阪府庁　咲洲庁舎　会議室
［出　　席］

【受賞者】

大阪いずみ市民生協� 大塚　忠夫さん
大阪いずみ市民生協� 高山　　朗さん
北大阪医療生協� 加藤　利香さん
関西大学生協� 川上真奈美さん
【大阪府】

大江府民文化部長、藤井男女参画・府民協働
課長、島参事、田邊課長補佐、馬本副主査
【府　連】

中村・小山
※大阪府連からは副賞を贈呈しています。

22　第18回大阪府食の安全安心推進協議会参加
報告

［日　　時］� 2016年 2 月 3 日㈬　
� 10時～11時45分
［場　　所］� ホテルプリムローズ大阪　 2階　

鳳凰（東）の間
［出　　席］� 18名（22名中）
［議　　題］

⑴　大阪府食の安全安心推進協議会部会の実
施報告について
⑵　「大阪府食の安全安心推進計画」の進捗
状況について
⑶　その他

［概　　要］

⑴　第14回事業者あり方検討部会2016年 1 月
25日開催の大阪版食の安全安心認証制度と
HACCPの推進についてなど部会長の小田
氏から報告された。
� 　また、第 9 回情報発信評価検証部会
2016年 1 月26日開催の大阪府の情報発信に
ついてと大阪府食の安全安心メールマガジ

ンについて部会長の音田氏から報告された。
⑵　第 2期大阪府食の安全安心推進計画の実
施状況を報告された。
⑶　その他の質問意見が交流された。

23　おおさかスマートエネルギー協議会参加報
告

［日　　時］� 2016年 2 月10日㈬　10時～12時
［場　　所］� 大阪府咲洲庁舎44階　大会議室
［出席団体］� なにわの消費者団体連絡会、関

西経済連合会、関西経済連合
会、大阪商工会議所、大阪中小
企業団体中央会、関西電力、大
阪ガス、大阪市、堺市、豊中市、
河南町、経済産業省、大阪府エ
ネルギー政策課、府連（小山）

� ファシリテーター：ひのでやエ
コライフ研究所

� 代表取締役　鈴木　靖文　氏
［議　　題］

⑴　今年度の協議会開催結果について（部門
会議の報告）
⑵　来年度の大阪府・市の施策及び協議会の
テーマ案について
⑶　今冬の電力需給の状況等について
⑷　国の制度整備の状況について
⑸　その他

24　第44回豊かな環境づくり大阪府民会議総会
参加報告

［日　　時］� 2016年 1 月29日㈮　
� 10時30分～12時
［場　　所］� 追手門学院　大阪城スクエア　

大会議室
［出　　席］

〈学識経験者〉
大阪産業大学大学院工学研究科教授
� 尾崎　博明（議長）
大阪教育大学教育学部教授
� 石川　聡子（副議長）

〈事業者団体〉
大阪府工業協会、近畿百貨店協会、日本チ
ェーンストア協会関西支部、大阪府商店街
連合会

〈関連団体〉
大阪みどりのトラスト協会、大阪府地球温
暖化防止活動推進センター、大阪自動車環
境対策推進会議

〈府民団体〉
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大阪エイフボランタリーネットワーク、ガ
ールスカウト大阪府連盟、国際ソロプチミ
スト大阪、国際ロータリー第2660地区、な
にわの消費者団体連絡会、大阪府生協連

〈行政〉
大阪府（事務局）、大阪市、堺市、八尾市
（市長会会長市）、千早赤阪村（町村会会長
村）

［議　　題］

⑴　環境壁紙コレクション及びおおさかエコ
ムービーコレクションの表彰作品の決定に
ついて
⑵　平成28年度豊かな環境づくり大阪行動計
画骨子案について
⑷　平成28年度府民会議事業案について
⑸　その他、取り組み等のお知らせ
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　東日本大震災により、近畿圏で避難生活をされている方への支援の取り組みとして、里帰り

バスを、3月18日（金）～19日（土）に往路を、3月21日（月）～22日（火）に復路を実施し、

10組19名が利用されました。

　東京駅近辺・福島県いわき駅近辺・福島県郡山駅近辺・宮城県仙台駅近辺と、 4ヶ所の発着

所を設けて実施しました。

　バスには、利用者さんのサポートや車内での企画運営に、 6名のボランティアと事務局 2名

が添乗しました。

　利用者さんが里帰りをされている期間、ボランティアメンバーは、3 /19は宮城県南三陸町で

地元の方の案内で被災地めぐり、3 /20は石巻市の仮設住宅で、たこ焼き、バルーンアート、手

芸コーナー、ゲーム等による被災者の方との交流会開催と女川町の視察、3 /21は名取市閖上地

区の視察を行いました。

　復路のバスでは、利用者のみなさんに里帰りでどのように過ごされたかお話いただきました。

里帰りバスを実施しました
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【 3月27日　バスで大阪へ】

　 3月27日㈰夜 8時45分に郡山駅前に集合、 9時に出発し、大型バスで大阪へ。

【 3月28日　工場見学、レクレーション大会】

　高速道路のサービスエリアで朝食・洗顔等を行

い、朝 9時15分にコクヨの国内最大級のノート工

場を見学しました。手書きのイラストでオリジナ

ルノートづくりも行いました。工場見学の後は、

スタッフ全員と合流し大阪へ。大阪万博記念公園

で、学生スタッフのチーム対抗レクレーション大

会で盛り上がり、長時間のバス移動でのストレス

を発散しました。この日の宿舎のホテル「アイ・

福島の子ども保養プロジェクト

コヨット！inおおさか

2016年 3 月27日㈰～31日㈭

　2012年度から実施し、今回で 6回目となる福島の子ども保養プロジ
ェクト「コヨット！inおおさか2016春」を開催しました。
　福島県から小学生20名をお招きし、施設・工場見学、たこ焼きパー
ティ、レクレーション大会、海遊館、USJと、大阪で元気いっぱい、
あそびました。

［主　　催］大阪府生活協同組合連合会
［共　　催］福島県生活協同組合連合会
［協　　力］コクヨ株式会社、大阪ガス株式会社、新日鐵住金株式会社

■日程とスケジュール �

　 3月27日㈰　夜 9時、福島県郡山市をバスで出発
　 3月28日㈪　滋賀県のコクヨのノート工場見学
　　　　　　　万博記念公園でレクレーション大会
　 3月29日㈫　大阪ガス「ハグミュージアム」見学
　　　　　　　たこ焼きパーティ
　　　　　　　海遊館
　 3月30日㈬　ユニバーサル・スタジオ・ジャパン
　　　　　　　お風呂と夕食の後、大阪を出発
　 3月31日㈭　朝、福島県郡山市到着・解散

2016 春
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【 3月29日　施設見学、たこ焼きパーティ、海遊館】

　 6時15分に起床。出発の準備を整え朝食、チェック

アウトし、 8時15分にホテルを出発しました。朝の通

勤渋滞もありましたが、ほぼ予定の時間に、大阪ガス

のハグミュージアムに到着しました。この施設は、ガ

スの学習、ガス器具の見学、料理実習やガスの未来な

どを学べる体験型の施設です。大阪ガスの職員さんの

案内で視察見学、お菓子のミニクッキング、火おこし

体験等をしました。お昼は、ハグミュージアムのお部

屋を借りて、たこ焼きパーティをしました。熱々のた

こ焼きをたくさん食べました。午後からは、大阪の電

車に乗って、海遊館（水族館）に行きました。大きな

水槽の中、たくさん泳ぐお魚を見学しました。その後

は、バスに乗って今日の宿舎の「新大阪ユースホステ

ル」に移動し、夕食、お風呂、明日の準備をし、21時

30分に就寝しました。

アイ・ランド」に移動し、夕食、お風呂のあと、

明日の準備をし、10時前に就寝しました。
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【 3月30日USJ！（ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）】

　 6時に起床。全部の用意をすませ朝食、7時45分にホテルを出発しました。今回、USJには、

電車を使用します。 2列に整列し、新大阪駅へ、通勤時間の満員電車の乗り、 2回の乗換えを

経て、無事にユニバーサルシティ駅に到着しました。USJでは 4つのグループに分かれ、自由

に行動しました。15周年のイベントや新アトラクションも開業し、本当にたくさんの人の中、

各グループで工夫し、園内をまわり、おみやげも購入し、夕方 5時30分までたくさん遊びまし

た。USJで遊んだ後、すぐとなりにある新日鐵住金製鋼所に行き、いつも社員の方が使われて

いる浴場と食堂をお貸しいただき、お風呂と夕食をと

りました。夕食後は最後の荷物の整理と、感想用紙を

書きました。 8時45分に製鋼所を出発し、最寄りの駅

前に停車し、学生スタッフと涙のお別れをし、大阪を

出発しました。疲れもあり、みんなすぐに熟睡しました。

【 3月31日　福島県郡山市に到着】

　子ども達もぐっすり寝て、バスも順調に走行し、ほぼ予定通りの 7時15分に郡山駅前に到着

し解散しました。
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　大阪いずみ市民生協では、男女共同参画委員会があり、組合

員向けに気づきの提案として講演会の開催や広報活動、職員の

就労状況の実状の共有化をすすめています。

　またエリア内25市町村へ行政訪問をし、男女共同参画プラン

の進捗状況などを交流しながら情報交換も行っています。

　毎月の委員会の冒頭にメンバー全員が持ち回りで「ミニ学習

会」をし、主には新聞記事、雑誌やインターネットの情報を活用し意見交換するのですが、私

自身はこの「ミニ学習会」が、くらしに関わる事はこれほどジェンダーが関係しているのだと、

改めて気づく事が多く広い視野で捉えていく学びになっています。

　私はこの委員会のメンバーになるまでは、正直あまりジェンダーに関心を持って生活してい

たわけではありませんでした。

　典型的な男は仕事、女は家庭という環境で育ち、結婚後も同じ環境で育った夫との生活の中

で、家事や育児に一切関わらない姿を見ながらもそんなものだと思ってきたのでした。

　我が家には二人の息子がいますが、家事万能息子です。

　二人とも高校は同じ男子校に通っていましたが、その高校は家庭科にとても力をいれていま

す。入学して間もない頃に長男が「今日、家庭科の先生がもう男の人が家事をしなくてよい時

代はとっくに終わったの。あなた達は将来のため家事のできる男の子になってもらいますって、

だから調理実習や裁縫にミシンもするんやて」と嬉しそうに話していました。

　家庭だけでは意識させる事はできなかったと思いますが、学校で教わり身についている姿に、

大切な事を教えて下さったとありがたく感じています。

　これから息子達が家庭を持つであろう 5年後、10年後、そしてその先はどのような社会にな

っているのでしょう。

　「家事男」や「育メン」と言う言葉もなくなっているかも……

　性別はもとより共に多様な生き方を認め合い、協力し合って誰もがイキイキ幸せに暮らせる

社会であってほしいと願っています。

大阪いずみ市民生協
理事　青松　美子私が思う男女共同参画
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ス ケ ジ ュ ー ル

4 月

6 日	 第 4 回文楽・コンサート実行委員会

13日	 第 2 回生協大会実行委員会

21日	 第 4 回組織活動委員会

23日	 東日本大震災被災地支援交流会

5 月

12日	 第 6 回理事会

6 月

21日	 第 8 回理事会

21日	 第55回通常総会




